
除卓剤利用陀二よる雑卓防除試験（完）  

担当 経理部飼料作物重 小林秋雄・宮下光男・今成竹正  

五味英久・渡辺 彬  

t 経  過  

昭和44年度に土塊処理剤、昭和45年度旺祁草処理剤による雑草防除試験を実施し、夫々  

単独使用では目的な達する囁が姻煤で一両老の混用、戎Iま物理的険農法（中耕）との組合せが   

必要であるとの知見を得た。この事を背景として昭和4d年度11効果の高かった土感地理剤2   

塵と、雑草地理剤2饉を供試して、処理時期が効果かこ及ぼす影響について基礎試験を乗施した   

結果、土塵処理剤ではニップニ＞PCPであったが、発生する雑草の種籾が多く、夫々選択性を  

異－こしているため両者の混用が望ましい、即ちこ・リブはハコベ、ナズナに対して効果が劣るの  

でPCP混用でこれを補うことができる。地理時期は播種后7～10日を経過して＿土壌表面  

が落着いてからが効果の高いことが判ウた。  

次に雑草処理剤でほDCpAがツユクサ以外の雑草に平均して効果があり、ツコ」クサ対策と   

して、24【）を混用することにより、ほぼ満足できる効果を期待できることがわかった。処理   

時間ほ、4月と5月では雑事の生育通産が集るので、播機后の経過日放ではなく、雑草丈が5  

m以下の時期を白やすに処理を実施するのが有効であるとの結論に達した。以上の径過をふま  

えて一 昭和A7年度は次のような設計で試験を実施した。  

2．試験方法   

勘 対象作物および雑草  

膏刈とうもろこし「47年5月2日痛踵、施肥慣行、瞳巾75c爪、挟間d Dm、点妬2  

木立I  

畑地1年生夏型雑卓rタヂ、ツユクサ、アカザ、ヒユ、ハコベ、ナズナ＿ メヒジノ、、ヒエ  

等）   

【21供試除草剤  

土盛処理剤rニrソ7＋PCP）混合  

雑草処理剤（DCPA＋24上））戚合   

（引 処理庄分と処理時期および試験廊面憤  

A・‥土虜地理…痛感后1過＝］  

8・・・雑長池理・・・播種后4題目  
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C・－・組合せ処理…A地理后雑卓の発生を観察しながら、B処理の時期を決める（  

D・・・無処理…放任  計4処理   

18＝A P  5B制 1P；只A5〝rr2．25×4、2）  

匝ノ除草剤使用量rlOα当ダ）  

1  ニップ…・・・50DごCr倭準のす量）＋PCP・‥1・0⊂＝〕タ  

DCPA．．・．‥500eご  ＋24D・－…・・－－50ク  

1口α当100gの水使用  

15I調億項目  

① 主要雑草の発生消長と畳  

⑦ 処理后1ケ月の雑屋島  

6）処理蘭のトウモロコシと雑草の収量調査比較  

④ 処理前後の気象  

5．鞠査結果  

（1J地理締竣の気象  

月8   

平均気温拇  1鼠9  19j  21．0  1占．7  1ふぅ  1d．5  1ム5  1占．5  18．4  175  21．4   

5／7   8   

1D  11  シ28  29  蓬  51  d／1  るバ2  
降水量加増  0＿8  

（〕印処理自  

仇処腰則雄草発生調査  

① 痛倭56日后における無地理区の雑草発生状況 播種年月日475．2 訴憤年月8d7占．7  

′草瞳塀 げ当  いね料    匹   ヒ こ＝．    惧ナ対■  ノヽコ・べ  発生本弓軋r本）  55  】  1D41  175  雑草唾rg）  巨∠・5    弘1575  48．5   ．骨十  】珠軋哩対比    1．558  iloo％  u  55d．d  1100％  
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② 土壌亀理后1ケ月における雑草発生状況  処理年月8 4 7 5．9  
調香年月日 4 7 d．7  

＼忘準ミ警  いね科   広    葉      計  無知用対比       ズナ  ノヽコベ  ヒ ＝L  ツこ1クサ    発生木奴（泰）      292  55  8  17    550  25．7％  雑草垂rク）      5．0  8．5  12  11．7    2（5．2  77   
① 雑草処理后1ケ月における雑草発生状況  処理年月日 4ス 5．50  

調査年月日 d 7 る．50  

④ 組合せ処理后1ケ月における雑草発生状況 土塊地理年月日 A 7 5．9  

雑草地理年月日 4ス d・14  

調 査 年月日 4ス エ15  

哨雑草倭ヨ  いね科   広 葉 雑 慮      計  無地埋対比   ヒ コニ  メヒジバ    十ヽコベ    ツニレクサ    発生本叔（本）  17  8    8    17    50  ろフ  雑草重rタ）l．ム71．7 175  5賢2芦 t 85．1   
⑳ トウモロコシの開花期旺おける育刈収量と雑草収農  凋・査年月日 d7 729  

トウ・モロコ亡′  鴨池理区  草  丈  10α当  無地理区  草  丈  

無 地 理 区   5．Odる幅   100％   5117（フm   乙D2帆7   100％   55．OC机   

土壌地理垣二   4．占d7   152．2   51d7   1．D80   55．4   4 ス5   

雑草地理区   4，20（）   15占．9   29d．7   5dO   2乙7   dO．0   

姐合せ処理区   5．355   11d4・1   52d．7   占7   5．5   12．5   

主要雑卓 いね科 ノ ヒジノ、、ヒエ  広兼 ツユクサ、ヒユ  

10α当トウモロコシ生董収量  処理区分   1Dα当雑草、生者収量  

無 地埋 L茎  

「  土東処理区  

‾Ⅶ叩コ  

1   

＿⊥＿  
うD［10 4DOD  5000 2000 1〔旧0  1DOロ  200Dkク  
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4．考  察   

本式輸は、たまたま最適湖処理であったことと、昨年度までは4月播饉で試験を実施してき   

たが、今年は5月2日播種であったため地温も高くトウモロコシの生育速度が早く有利な条件  

で試験が虐められる結果となり、従って糠他鮎においてもトウモロコシの酬収量は   

であった。   

（1J士朗処理区  

トウそPコシ感唾后1i型日の5月9日に処理を実施した。トウモロコシl王未発芽、雑居は   

餞別できないが既に発芽な開始していた∩播種后の雨量はD．9贋Rであったが一地表面ほ落着   

き湿度もあって条件は良好であった。処理后1ケ月における調査では、ハコベ・ツユクサを   

若干残していたが、それらもかなり被害をうけていた。無地理佐と比較すると、雑貨の発生  

本奴で25．7％、雑草畳で77％とかなりの処理効果が認められた。トウモロコシの開花期   

における青刈収量は㌍‡㌘雑草削純理直の55％で処理后1ケ月調査時よりも多  

くなっていた。これは生き残ウた雑草が外に競合する維暑がないため勢刀を挽也したためで  

ある。   

（2J雑貨処理区  

ハコベ、ツコ」クサ、ナズナの草丈2－5Cm、ツコ」クサ4－5【恥トウモロコシ25－50  

珊で播種后28日＝］の5月50日に処理を実施した。いね科の雑草ほ発生がすくなかゥた。  

処理后1ケ月日の調査では、ハコベ、ナズナは全滅し、残ウたツコ」クサも活力なく、雑草紋  

でほ無地理区のチ2％で効果は絶大であった。  

しかし乍らDCPAがトウモロコシの葉にかかり薬害をこうむり1ケ月后には快復したか  

に見えたが、用花斯こおける収量調査時において、崖丈も低く、青刈収量は 
4・   

土壌処理区よりも劣る結果となったが、雑草毛ほ熊処理区の277％で、土盛処理区より勝  

っていナこ。   

（5J組み合せ処理  

土盛処理后1ケ月において、生き残った雑草及びその后発生した雑崖丈から判断して、二   

次処理の適期かとも思われたが、雑草密度が低いため、しばらく延期しd月14日【播慮后  

A5日、土壌処理后5（i8）に二次処理（経度処理）を実施した。雑草はナズナ15cm、ノ、   

コべ12Cmで20本位に分けつし掌大に広がり、ツコークサは15cm5本位に分けつしていた。   

DCPAの藁害を雑考処理区で経験したが、今回ほトウモロコシの草丈が高かったためFこ茎   

には若干かかったが、集計こほかからず薬害は起らなかった。二次処理后1ケ月の調査では雑  
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草発生本叙は無地埋区のう．7％で完全除草に近い状轡であった。開花胡におけるトウモロコ   

シの育刈収恥三詰ま虹■で、茎が太く縦できる成練で烏イた0  
5．成果の取扱   

作物の収倭后や、次期作のための準備rF業としての敷革には主として非選択性の除草剤が使   

用され、作物を栽培している圃場に使用する除塵剤ほ選択性の除草剤を使用することが多いか   

ら、平常からその畑に発生する雑草の種類と発生時期を偲認し、その作別に発生すると予想さ  

れる雑草のすペてに有効な除草剤で適期pこ処理を終るようにしなくてはならない〈若し一題頼  

でも礫卓が生き残るような事があると、その雑草ほ割合する他の雑卓がないため、与えられた   

環境で最大限に勢力を拡壊し除草効果が著しく低下する。このような磨から本試験の範囲内で   

は士朗処理rニYプ＋PCP）と雑草地理r OCPA＋24D）の組合せ処理iこより略完全な   

除草効果をあげることができたが、トウモロコシ、ソ几ゴー等の大型作物が適期に栽培された   

場合は生育速度が早いため抑革効果もあるから、土嚢処理、雑草処理の何れか一方の地理でも  

実用的陀点かなりの成果が期待できるものと考える（  
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